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現
在
開
会
中
の
市
議
会
に
市
長
か
ら

「
客
引
き
行
為
等
防
止
条
例
」
が
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
客
引
き
行
為
等
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
等
の
安
全
か
つ
平
穏
な
通
行
及

び
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
り
、

も
っ
て
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
資
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
「
不
特
定

の
者
の
中
か
ら
相
手
方
を
特
定
し
て
、
営

利
を
目
的
と
す
る
事
業
の
客
と
な
る
よ
う

勧
誘
す
る
行
為
」
を
客
引
き
行
為
と
し
て
、

規
制
区
域
内
で
の
客
引
き
行
為
を
禁
止
す

る
も
の
で
す
。

　

指
導
、
勧
告
と
5
万
円
以
下
の
過
料
と

い
う
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
条
例
は
、
西
船
橋
駅
や
船
橋
駅
な

ど
の
駅
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
居
酒
屋
な

ど
の
強
引
な
客
引
き
を
規
制
し
て
ほ
し
い

と
い
う
、
市
内
の
商
店
会
な
ど
か
ら
の
要

望
が
あ
り
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
提
案
さ
れ
た
条
例
は
条
文
が

抽
象
的
な
た
め
、
市
民
活
動
や
政
治
活
動

の
規
制
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
懸
念
が
あ

り
、
本
会
議
で
市
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し

た
。

　

先
月
条
例
化
し
た
柏
市
の
条
例
は
、
規

制
す
る
業
種
を
居
酒
屋
や
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
の
客
引
き
に
限
定
し
て
ま
す
が
、

船
橋
市
の
条
例
案
は
「
営
利
を
目
的
に
す

る
事
業
」
と
幅
広
く
、
入
場
料
を
取
る
公

演
・
講
演
会
の
ビ
ラ
配
布
な
ど
解
釈
次
第

で
は
市
民
活
動
や
政
治
活
動
が
規
制
さ
れ

か
ね
ま
せ
ん
。

　

市
民
部
長
は
答
弁
で
「
こ
の
条
例
は
営

利
を
目
的
と
し
た
事
業
を
対
象
に
し
、
市

民
活
動
や
政
治
活
動
が
規
制
の
対
象
に
な

る
こ
と
は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
へ
の
説
明
資
料
に
「
道
路

使
用
許
可
を
得
た
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

配
り
は
規
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
」
と
あ

り
、
ビ
ラ
ま
き
が
道
路
使
用
許
可
を
必
要

と
す
る
よ
う
な
記
述
で
大
変
な
誤
り
で
す
。

ビ
ラ
ま
き
が
道
路
使
用
許
可
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
は
繰
り
返
し
判
決
で
示
さ
れ
、

警
察
官
が
ビ
ラ
ま
き
を
規
制
す
る
こ
と
は

不
法
行
為
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
21
条

の
「
表
現
の
自
由
」
を
保
障
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

本
条
例
に
よ
っ
て
表
現
の
自
由
に
対
す

る
不
法
行
為
を
ま
ね
く
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
道
路
使
用
許
可
は
警
察
の
管
轄

な
の
で
確
認
の
上
、
指
導
員
に
周
知
す
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

新
た
な
条
例
が
当
初
の
目
的
と
異
な
っ

て
市
民
活
動
や
政
治
活
動
を
規
制
す
る
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

　

来
年
4
月
に
実
施
さ
れ
る
国
民
健
康

保
険
の
都
道
府
県
化
で
、
船
橋
市
の
被

保
険
者
一
人
あ
た
り
の
保
険
料
が
最
大

4
万
1
千
円
上
が
る
可
能
性
が
出
て
き

ま
し
た
。

　

2
0
1
5
年
現
在
の
船
橋
市
の
保
険

料
は
一
人
あ
た
り
平
均
年
間
8
8
9
7

8
円
で
す
か
ら
、
値
上
げ
後
は
約
13
万

円
と
な
り
46
％
の
引
上
げ
で
す
。
（
表

参
照
）

　

今
で
も
「
保
険
料
が
高
す
ぎ
る
」
と
、

市
民
か
ら
悲
鳴
が
あ
が
る
国
民
健
康
保

険
。
船
橋
市
で
は
約
7
世
帯
に
1
世
帯

が
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
ま
す
。
値
上

げ
な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

来
年
度
か
ら
の
都
道
府
県
化
は
、
国

の
責
任
を
後
退
さ
せ
て
所
得
の
高
い
自

治
体
に
所
得
の
低
い
自
治
体
を
支
え
さ

せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

船
橋
市
は
県
内
で
は
相
対
的
に
所
得

が
高
い
た
め
、
5
月
の
県
の
試
算
で

最
大
４
万
１
千
円
4６
％
の
値
上
げ
!?

最
大
４
万
１
千
円
4６
％
の
値
上
げ
!?

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化

は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
額

が
2
3
2
3
1
円
と
、
全
県

2
位
の
高
さ
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
も
千
葉
県
が
策
定
中

の
国
保
運
営
方
針
素
案
で

は
、
市
町
村
が
保
険
料
抑
制

の
た
め
に
独
自
に
行
っ
て
い

る
「
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
入
」
を
削
減
・
解
消
す

る
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
度
の
船
橋
市
の

法
定
外
繰
入
は
一
人
あ
た
り

1
万
8
千
円
。
こ
れ
を
無
く

せ
ば
合
わ
せ
て
4
万
1
千
円

も
の
値
上
げ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

市
に
対
し
、
値
上
げ
し
な
い
こ
と
、

法
定
外
繰
入
削
減
の
方
針
を
持
た
な
い

よ
う
県
に
意
見
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　

市
側
は
「
今
後
、
公
費
拡
充
分
を
加

味
し
た
試
算
結
果
を
県
が
示
す
。
全
体

像
が
見
え
た
ら
保
険
料
率
や
繰
入
に
つ

い
て
考
え
る
」
と
し
、
値
上
げ
に
つ
い

て
明
言
は
避
け
ま
し
た
。
ま
た
法
定
外

　７月１２日付けで、松戸徹船橋市長から日本共
産党の佐藤重雄議員に監査委員の辞令が交付さ
れました。
　監査委員の仕事は自治法で規定されていて、市
長の下で行われている業務が適正に行われている
かを監査する権限を与えられています。
　そのため、「見られたくない」とでも考えたのか、
日本共産党の議員を監査委員にしたくないという
態度が続いてきたのでした。
　船橋市では初めての出来事です。

船橋市では、はじめて
          共産党から監査委員が…
船橋市では、はじめて
          共産党から監査委員が…

2015年度の一人あたりの保険料（年額）

千葉県が５月に示した上がり幅（年額）

船橋市の一人あたりの法定外繰入れ額（2015年度）

想定される2018年度からの保険料（年額）

差額（B-A）

保険料の伸び率

Ａ

Ｂ

88,978円

23,231円

18,000円

130,209円

41,231円

46.3%

都道府県化に伴う船橋市の保険料値上げの見通し

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

９月20日（水）

8月23日（水）

客
引
き
行
為
等
防
止
条
例
案
を
質
疑

繰
入
に
つ
い
て
も
県
に
要
望
は
し
な
い

が
、
激
変
緩
和
措
置
も
あ
る
と
答
え
ま

し
た
。

　

し
か
し
激
変
緩
和
と
は
、
結
局
は
値

上
げ
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
保
は

社
会
保
障
で
あ
り
、
国
民
皆
保
険
の
最

後
の
砦
で
す
が
、
そ
の
崩
壊
を
招
く
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
値
上
げ
を
許
さ
な
い
立
場
で

追
及
し
て
い
き
ま
す
。
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